
寝
た
ま
ま
で
入
浴
で
き
ま
す

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

『
心
の
か
よ
う
市
民
福
祉
』
を

め
ざ
し
、
市
は
、
新
た
な
老
人
福

祉
対
策
事
業
と
し
て
、
5
月
か
ら

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま

す
。訪

問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
は
、
自
宅

で
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
や
身
体

障
害
者
を
対
象
に
、
入
浴
を
希
望

す
る
人
の
家
庭
を
訪
問
し
て
自
宅

で
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
も
の
で

す
。
家
庭
を
訪
問
す
る
の
は
特
別

に
訓
練
を
受
け
た
4
人
1
組
の
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
で
す
。
入
浴
は
、

訪
問
し
た
家
庭
で
持
参
し
た
簡
易

担
架
浴
槽
を
組
立
て
、
入
浴
作
業

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
年
寄
り

は
居
な
が
ら
に
し
て
お
風
呂
の
快

適
な
気
分
が
味
わ
え
ま
す
。

入
浴
は
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄

り
に
と
っ
て
、
な
に
よ
り
も
嬉
し

い
も
の
で
す
。
ま
た
、
血
行
を
よ

く
し
気
持
ち
を
和
ら
げ
、
清
潔
を

保
つ
な
ど
の
効
果
が
あ
る
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
介
護
す
る
側
に
と
っ

て
は
た
い
へ
ん
な
仕
事
で
す
。

特
に
、
在
宅
の
寝
た
き
り
老
人

や
障
害
者
の
入
浴
は
家
族
に
大
き

な
負
担
を
か
け
る
た
め
、
入
浴
さ

せ
た
く
て
も
な
か
な
か
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。

市
は
、
こ

れ
ま
で
特
別

養
護
老
人
ホ

ー
ム
恵
光
苑

に
委
託
し
て

入
浴
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て

来
ま
し
た
が
、

恵
光
苑
ま
で

通
う
こ
と
が

困
難
な
人
は

入
浴
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

新
し
い
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
は

自
宅
で
入
浴
出
来
る
の
で
、
き
っ

と
た
く
さ
ん
の
人
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

●
対
象
者
と
申
込
み
方
法

在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
及
び
身

体
障
害
者
で
、
恵
光
苑
に
通
う
こ

と
が
困
難
な
人
。

●
利
用
料
金
　
無
　
料

た
だ
し
、
入
浴
に
必
要
な
湯
・

シ
ャ
ン
プ
ー
等
は
利
用
者
で
用
意

し
て
下
さ
い
。

●
入
浴
日
・
回
数

毎
週
、
火
曜
日
か
金
曜
日
の
週

1
回
が
原
則
で
す
。

●
申
込
み
と
詳
細
問
合
わ
せ
先

福
祉
事
務
所
社
会
係

内
線
　
1
1
3

身体障害者の
軽自動車税を減免

身
体
障
害
者
や

精
神
薄
弱
者
が
所

有
す
る
軽
自
動
車

等
で
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
れ
ば
、

軽
自
動
車
税
が
減

免
さ
れ
ま
す
。

減
免
に
は
申
請

が
必
要
で
す
か
ら
、

4
月
2
3日
ま
で
に

税
務
課
市
民
税
係

で
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
軽
自
動
車
税
の
納
入
通
知
書

・
印
　
鑑
　
・
運
転
免
許
証

新
し
く
車
を
購
入
し
た
り
名
義

変
更
を
し
た
場
合
も
、
減
免
申

請
が
必
要
で
す
。

詳
細
問
合
わ
せ
先

税
務
課
市
民
税
係

内
線
1
2
1

し尿くみ取り手数料が
変わります

3 月定例市議会で、廃棄物の処理
及び清掃に関する条例の一部が改正
されました。
これにより、5 月1 日から「し尿

くみ取り手数料」が次のとおり改定
されます。
・90リットルまで1, 025 円

（改定前1, 000 円）
・90リットルを超えるときは、

18リットル当り205 円

（改定前195 円）
なお、ホースの使用延長料金につ

いては改定はありません。

検
認
は
済
ん
で
い
ま
す
か

も
う
一
度
国
保
の
保
険
証
の
確
認
を

4
月
1
日
以
降
は
、
有
効
期
限

を
延
長
す
る
検
認
印
が
押
し
て
な

い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

検
認
印
の
な
い
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
は
、
病
院
な
ど
に
持

っ
て
行
っ
て
も
無
資
格
者
と
し
て

取
扱
わ
れ
て
、
支
払
は
全
額
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
、
検
認
を
済
ま
し
て
い
な

い
人
は
、
至
急
、
市
民
課
国
民
健

康
保
険
係
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。

確認を

年
次
有
給
休
暇
制
度
を
改
善

労
働
基
準
法
の
一
部
改
正

最終回

年
次
有
給
休
暇
の
最
低
日
数
が
、

6
日
か
ら
1
0日
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
1
年
間
勤
務
し
た
場
合
は

1
0日
、
次
年
度
以
降
は
1
日
ず
つ

加
算
さ
れ
て
、
最
高
2
0日
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
規
模

が
3
0
0
人
以
下
の
事
業
所
に
つ
い
て

は
、
猶
余
措
置
が
あ
り
ま
す
。
最

低
付
与
日
数
は
、
昭
和
6
6年
3
月

3
1日
ま
で
は
6
日
、
昭
和
6
9年
3

月
3
1日
ま
で
は
8
日
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
中
小
企
業
の
実

態
を
考
え
た
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
労
使
協
定
に
よ
っ

て
、
計
画
的
に
年
次
有
給
休
暇
を

消
化
す
る
制
度
も
で
き
ま
し
た
。

お
わ
り

規模が300人以下の事業所の付与日数
(昭和66年3 月31日まで)

継続勤務
年　　数 1年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 7年

年次有給休
暇付与日数 6 日 7 日 8 日 9 日 10日 11日 12日

8 年 9 年 10年 11年 12年 13年 14年 15 年以 上

13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日
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